
グローバル化 次世代自動車はどうなる 将来ビジョン

どの技術が本命かわからない
エネルギーは有限

コスト競争
購買力と必要機能・性能

品質競争 最近のトヨタのリコールは品質競争 最近のトヨタのリ ルは
何だ 各国の性能差は世界的にほと
んど差はなくなっている
技術革新のスピード
リードタイム短縮

設計能力 どこまで考えて設計するか

自動車の環境設計はずいぶん進んできたがな
新潟大學 吉村先生

フィードバックの仕組みがなくてはそんない広い
範囲を考えられるものではないのでは

自動車の環境設計はずいぶん進んできたがな
かなか事業を変えられるものではない

自動車業界には詳しく
機械加工も専門

PIOの前にはこんな看板が

日本の立場 自立するには 市場ニーズの多様化に対応
ネットワーキングが必要

労務費が問題、

賃金が安いとブツブツ言わ
れ、労働意欲の低い人材し
か集まらないなら、いっそ海
外 出 まおう

範囲を考えられるものではないのでは

電気自動車ファブレス 輪廻

コア技術
初めからライフサイクル設計を行い、
一度に全体を捨てるようなことのな
ようにする

外に出てしまおう 電気自動車ファブレス 輪廻

重要部品以外は、自社では製作
しないことにより 柔軟に変更でき

出来るだけ構造の簡単な電気自
動車とする コア技術

アライアンス 競合企業には真似ができない技術
其々の会社が時間をかけて培った結果、獲得したもの
独自の優位性を持つことが可能
真似をされない技術は一朝一夕にして生まれるものではない

いようにする。

全部捨てることなく次の自動車に
移行できる。
性能と効能の分離

展示会

しないことにより、柔軟に変更でき
る会社構造とする

動車とする

性能は悪くても、容易に入手可能
な原材料を使う（資源戦争に巻き
込まれないこと）

ベンチャーなら

真似をされない技術は 朝 夕にして生まれるものではない展示会
商談会

ジ グ

人材ネットワークモジュラー設計 ンチャ なら
どうする 経営をバトンタッチした時

にコア技術を継続しながら
体質改善

経営資源には限りがある
技術はどんどん高度化の傾向

モジュラーかインテグラルか

卒業生等に誘いをかけ、経験者の
技能を有効利用しコア技術を補強
する

基本構想に従ってアーキテク
チャー設を行う
ある程度形がついたらオープン化
標準化を目指す 2010年9月9日

エスエスケン 瀬領 浩一
長期的視点から特定分野
に経営資源を投入

技術革新のスピードは速い

大学側の意識変化がチャンス
地域貢献を視野に入れている
大学のシーズを企業のニーズに

産学連携はいかが

資本系列から技術系列に

標準化を目指す 2010年9月9日

大学のシ ズを企業の ズに
企業のニーズを論理的に解決
産学連携を通じた人材育成

資本系列から技術系列に

大学発ベンチャー

基本技術は大学にベンチャーはそ
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マーケティング

どこと組むか

人材と技術情報が最大の資産で
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大企業とのお付き合い

基本技術は大学にベンチャ はそ
の応用に特化する。
ニーズを明確にしてシーズを利用。
移動ビジネス業界に新規参入。

ユーザーを限定して、最適設計を
行う。

原稿に自動車でなく、移動要求を

人材と技術情報が最大の資産で
あるので、産学連携に力を入れて
いる大学と

自動車を取り扱ったことのない流
通業を組む日本企業の衰退

イノベ ション

プロセスイノベーションに裏付けられ
たプロづくとイノベーション
イノベーションを単発で終わらせない

満足させるビジネスとする。
通業を組む

マーケットが拡大するとシェアは落ちる

日本企業の衰退

イノベーション
大企業からの厳しい要求
コ納期、コスト、納期
開発スピード

プロダクトイノベーションを重視し過ぎる
と、生産技術や現場力を弱め、中小企
業にとって致命的 そのために

系列で生きる

自立の道を探す

何時打ち切られるかわからない

業にとって致命的

今ある製品は10年前の開発がベース

イノベーションとは

そ

基礎的な研究
応用技術開発
製品開発

何時打ち切られるかわからないイノ ションとは

新製品の開発
新生産方式の開発
新市場の開発

生産技術開発
生産現場や流通の革新

何かしらの提案力が必要

大企業も自分のことで手がいっぱい地味でも確実な技術を

工作機械の展示

http://kawuniv.hp.infoseek.co.jpマシーンツールOTAに出席して

原料ないし半製品の新しい供給源の獲得
新しい価値の実現

大企業も自分のことで手がいっぱい地味でも確実な技術を
持って顧客の要求にこ
たえてきた。
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